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附
則

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
の
水
調
査
の
う
ち
、
河
川
、

湖
沼
、
貯
水
池
（
たヽ
めヽ
池
を
含
む
。
）
の
水
位
及
び
流

量
に
関
す
る
調
査
（
以
下
「
水
位
及
び
流
量
調
査
」
と

い
う
。
）
の
作
業
規
程
の
準
則
は
、
こ
の
省
令
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
調
査
単
位
区
域
）

第
二
条
　
水
位
及
び
流
量
調
査
は
、
水
基
本
調
査
作
業
規

程
準
則
（
昭
和
二
十
八
年
総
理
府
令
第
三
十
五
号
。
以

下
「
水
基
本
調
査
準
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
水
調
査
の
基
準
の
設
定
の
た
め
の
調
査
を
行
つ

た
区
域
内
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
調
査
の
内
容
）

第
三
条
　
水
位
及
び
流
量
調
査
に
お
い
て
は
、
水
基
本
調

査
準
則
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
位
置
に

観
測
所
を
設
置
し
、
水
位
及
び
流
量
の
観
測
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
地
図
及
び
簿
冊
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
但
し
、
観
測
所
を
設
置
し
て
行
う
代
り
に
そ
の

位
置
に
あ
る
既
存
の
観
測
所
に
委
嘱
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
前
項
の
流
量
の
観
測
は
、
原
則
と
し
て
流
速
計
測
法

に
よ
る
も
の
と
し
、
流
速
計
測
法
に
よ
り
難
い
場
合
に

は
浮
子
測
法
又
は
堰
測
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。

（
精
度
の
保
持
）

第
四
条
　
調
査
を
行
う
者
及
び
調
査
を
監
督
す
る
者
は
、

常
に
各
種
の
方
法
に
よ
つ
て
検
査
を
行
い
、
当
該
調
査

が
良
好
な
精
度
を
保
つ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
記
録
）

第
五
条
　
調
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

指
示
す
る
様
式
に
よ
り
作
業
記
録
を
作
成
し
、
当
該
水

位
及
び
流
量
調
査
の
成
果
と
と
も
に
保
管
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
章
　
観
測
所
の
設
置

（
水
位
標
の
設
置
）

第
六
条
　
水
位
観
測
所
に
は
、
水
基
本
調
査
準
則
第
八
条

第
五
項
に
規
定
す
る
観
測
所
の
種
別
に
従
つ
て
、
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
位
置
に
水
位
標
（
自
記
水
位
標
を

含
む
。
以
下
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
を
除
き
同

じ
。
）
を
設
置
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
種

水
位
流
量
観
測
所
及
び
一
日
の
水
位
の
変
化
が
特
に
著

し
い
地
点
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
地
点
に
は
、
自

記
水
位
標
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
水
位
標
の
構
造
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

（
水
位
標
の
零
点
高
の
測
定
）

第
七
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
水
位
標
を
設
置
し
た
場
合

に
は
、
こ
れ
に
近
接
し
た
位
置
に
水
準
拠
標
を
設
置

し
、
そ
の
標
高
を
基
礎
と
し
て
、
水
準
儀
を
用
い
て
水

位
標
の
零
点
高
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
水
準
儀
の
読
み
取
り
の
単
位
は
、
一

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

２
　
既
存
の
水
位
標
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
水
位

標
の
零
点
高
に
関
す
る
資
料
等
を
検
討
し
、
改
算
整
備

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
準
拠
標
）

第
八
条
　
水
準
拠
標
の
標
高
の
測
定
は
、
水
準
路
線
を
選

定
し
て
、
そ
の
水
準
路
線
に
従
い
、
次
項
か
ら
第
六
項

ま
で
に
規
定
す
る
水
準
測
量
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　
水
準
路
線
の
選
定
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
八
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
基
本
測
量

の
成
果
で
あ
る
水
準
点
又
は
国
土
調
査
法
第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
基
準
点
測
量
の
成
果
で
あ
る
基
準
水

準
点
、
測
標
水
準
点
若
し
く
は
補
助
水
準
点
か
ら
出
発

し
て
、
水
準
拠
標
に
到
達
す
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す

る
。
但
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
、
当
分
の
間
、

河
川
等
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
た
既
設
の
水
準
点
を
出
発

点
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
水
準
測
量
は
、
往
復
観
測
と
す
る
。
但
し
、
水
準
標

尺
の
高
さ
を
異
に
す
る
二
回
の
観
測
を
も
つ
て
往
復
観

測
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
水
準
路
線
が
閉
合
し
て
お

り
、
且
つ
、
精
度
の
保
持
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場

合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
片
道
観
測
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
水
準
測
量
は
、
二
個
の
水
準
標
尺
を
水
準
儀
の
前
後

に
お
お
む
ね
等
距
離
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
水
準
儀
と
水
準
標
尺
と
の
距
離

は
、
百
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

６
　
水
準
拠
標
の
標
高
は
、
水
準
測
量
の
結
果
に
従
い
決

定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
水
準
測
量

の
結
果
の
数
値
が
左
の
表
の
観
測
値
の
範
囲
内
に
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
数
値
を
決
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

往
復
の
出
合
差
　
１
ｋ
ｍ
に
つ
き
１
．
５
ｃ
ｍ

閉
合
差
　
１
．
５
ｃ
ｍ√

Ｓ

備
考
　
Ｓ
は
、
水
準
路
線
の
全
長
を
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
単

位
で
示
し
た
も
の
と
す
る
。

７
　
水
準
拠
標
に
は
、
別
表
第
二
の
第
一
号
に
定
め
る
標

石
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
そ
の
位
置
に
岩

石
そ
の
他
移
動
の
虞
の
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、

別
表
第
二
の
第
二
号
に
定
め
る
記
号
を
刻
し
て
、
標
石

に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
水
位
標
横
断
線
）

第
九
条
　
河
川
に
水
位
標
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
当
該

水
位
標
の
位
置
に
お
い
て
、
流
身
に
直
角
の
方
向
に
水

位
標
横
断
線
を
設
定
し
、
当
該
横
断
線
の
位
置
を
示
す

た
め
に
横
断
線
拠
標
を
設
置
す
る
。

２
　
横
断
線
拠
標
は
、
河
川
の
両
岸
に
、
既
往
の
最
高
水

位
よ
り
高
い
地
点
に
、
別
表
第
三
の
第
一
号
に
定
め
る

標
石
を
設
置
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
河
岸
に
岩
石
そ
の
他
移
動
の
虞
の
な
い
も
の
が

あ
る
場
合
に
は
、
別
表
第
三
の
第
二
号
に
定
め
る
記
号

を
刻
し
て
、
標
石
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
水
位
標
横
断
線
の
横
断
測
量
）

第
十
条
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
水
位
標
横
断
線
を

設
定
し
た
と
き
は
、
横
断
線
に
沿
つ
て
、
左
の
各
号
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
横
断
測
量
を
行
い
、
水
位
標
横
断

面
図
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
水
位
標
横
断
面
図
は
、
河
川
の
下
流
に
向
つ
て
描

く
も
の
と
す
る
。

一
　
測
量
は
、
横
断
線
拠
標
を
起
点
と
し
、
往
復
観
測

を
行
う
も
の
と
し
、
地
上
測
量
に
お
い
て
は
水
準
儀

を
用
い
、
水
深
測
量
に
お
い
て
は
測

か
ん桿

又
は
測
錘
を

用
い
る
こ
と
。

二
　
水
準
儀
の
読
み
取
り
の
単
位
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
測
桿
又
は
測
錘
の
読
み
取
り
の
単
位
は
、
水

深
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
と
き
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
と
き
は

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と
き

は
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。

三
　
測
量
の
間
隔
は
、
原
則
と
し
て
等
間
隔
と
し
、
河

床
の
状
況
又
は
水
面
の
幅
を
考
慮
し
て
、
地
上
測
量

に
お
い
て
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
水
深
測
量
に
お
い
て

は
五
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の

間
隔
を
決
定
す
る
も
の
と
し
、
往
復
の
観
測
は
、
同

一
地
点
を
測
定
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
地
点
の
測
定
値
に
著
し

い
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
地
点
に
つ
い
て
再
び

測
定
を
行
う
こ
と
。

四
　
水
深
測
量
の
出
発
点
の
位
置
は
、
横
断
線
拠
標
か

ら
の
水
平
距
離
に
よ
り
算
定
し
、
水
位
標
横
断
面
図

に
記
入
し
て
お
く
こ
と
。

五
　
水
深
測
量
の
前
後
に
は
、
水
位
標
を
観
測
し
、
水

位
が
変
動
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
水
深

測
量
の
結
果
を
補
正
す
る
こ
と
。

（
水
位
標
横
断
線
の
改
測
）

第
十
一
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
水
位
標
横
断
面
図
は
、

毎
年
出
水
期
の
前
に
、
定
期
的
に
横
断
測
量
を
行
い
、

同
一
縮
尺
に
よ
つ
て
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、

こヽ
うヽ
水
等
の
原
因
に
よ
つ
て
河
床
に
変
化
を
き
た
し
た

と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
す
み
や
か
に
横
断

測
量
を
行
い
補
正
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
横
断
測
量
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
条
各
号

の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
流
量
観
測
所
横
断
線
）

第
十
二
条
　
流
量
観
測
所
に
は
、
水
基
本
調
査
準
則
第
八

条
第
五
項
に
規
定
す
る
観
測
所
の
種
別
に
従
つ
て
、
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
位
置
に
、
流
身
に
直
角
の
方
向

に
流
量
観
測
所
横
断
線
を
設
定
し
、
当
該
横
断
線
の
位

置
を
示
す
た
め
に
、
横
断
線
拠
標
を
設
置
す
る
。

２
　
前
項
の
横
断
線
設
定
の
箇
所
数
及
び
そ
の
間
隔
は
、

当
該
観
測
の
方
法
に
応
じ
て
、
左
の
表
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

測
定
方
法

横
断
線
箇
所

数

横
断
線
の
間
隔

流
速
計
測
法
一
箇
所

お
お
む
ね
五
十
メ
ー
ト
ル
以

上

浮
子
測
法

二
箇
所
以
上

堰
測
法

一
箇
所

３
　
横
断
線
拠
標
の
設
置
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
九
条

第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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（
流
量
観
測
所
横
断
線
の
横
断
測
量
）

第
十
三
条
　
流
量
観
測
所
横
断
線
の
横
断
測
量
は
、
前
条

の
規
定
に
よ
り
設
定
し
た
横
断
線
に
沿
つ
て
行
い
、
流

量
観
測
所
横
断
面
図
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
横
断
測
量
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第

十
条
各
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
流
量
観
測
を
行
う
た
め
の
附
帯
施
設
の
設
置
）

第
十
四
条
　
流
速
計
測
法
に
よ
る
観
測
所
に
お
い
て
は
、

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
測
定
方
法
に
よ
り
流
量
観

測
を
行
う
に
必
要
な
水
位
標
、
舟
、
橋
りヽ
よヽ
うヽ
、
索
綱

及
び
つ
り
箱
等
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
　
浮
子
測
法
に
よ
る
観
測
所
に
お
い
て
は
、
横

断
線
上
の
適
当
な
位
置
に
水
位
標
を
、
横
断
線
の
両
端

に
見
通
し
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
も
の
と
し
、
見

通
し
目
標
は
、
相
互
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

保
持
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
浮
子
測
法
に
よ
る
観
測
所
に
お
い
て
は
、
浮
子
投
下

施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
浮
子
投
下
施
設
は
、
浮
子
が
一
定
の

き
つ吃

水
を
保
つ
た

め
に
必
要
な
時
間
等
を
考
慮
し
て
、
上
流
に
位
置
す
る

横
断
線
の
上
流
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置
に
、
左
の

条
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
浮
子
の
落
下
速
度
が
大
に
失
し
な
い
こ
と
。

二
　
す
べ
て
の
浮
子
を
す
み
や
か
に
所
定
の
位
置
に
投

下
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

４
　
浮
子
投
下
施
設
は
、
橋
りヽ
よヽ
うヽ
そ
の
他
既
存
の
工
作

物
を
も
つ
て
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
水
面

こ
う勾

配
を
測
定
す
る
場
合
に
お
い
て
第
一
項
の
水

位
標
に
よ
つ
て
は
水
面
勾
配
を
測
定
す
る
に
適
当
で
な

い
と
き
は
、
第
一
項
の
水
位
標
の
外
に
、
水
面
勾
配
の

測
定
が
で
き
る
位
置
に
水
位
標
を
設
置
す
る
も
の
と
す

る
。

第
十
六
条
　
堰
測
法
に
よ
る
観
測
所
に
お
い
て
は
、
矩
形

堰
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
堰
に
つ
い
て
は
、
別
表

第
四
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
章
　
観
測

第
一
節
　
通
則

（
器
材
の
管
理
）

第
十
七
条
　
水
位
観
測
及
び
流
量
観
測
に
使
用
す
る
器
材

は
、
常
に
所
定
の
性
能
を
保
持
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
こヽ
うヽ
水
）

第
十
八
条
　
こ
の
準
則
に
お
い
て
、
「
こヽ
うヽ
水
」
と
は
、

既
往
十
箇
年
間
に
お
け
る
毎
日
の
水
位
又
は
流
量
の
う

ち
、
原
則
と
し
て
当
該
水
位
流
量
観
測
所
に
お
け
る
第

百
位
以
上
に
該
当
す
る
水
位
又
は
流
量
の
状
態
を
い

う
。
但
し
、
既
往
十
箇
年
に
お
け
る
毎
日
の
水
位
又
は

流
量
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当

該
観
測
所
が
行
つ
た
既
往
の
観
測
期
間
の
年
数
に
十
を

乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
順
位
に
該
当
す
る
水
位
又
は

流
量
の
状
態
を
い
う
。

２
　
前
項
但
書
に
定
め
る
既
往
の
観
測
期
間
が
断
続
し
て

い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
観
測
期
間
を
合
計
し

て
、
こ
れ
を
年
数
に
換
算
し
、
こ
の
年
数
に
十
を
乗
じ

て
得
た
数
値
以
上
の
順
位
に
該
当
す
る
水
位
又
は
流
量

の
状
態
を
い
う
。

３
　
水
位
流
量
観
測
所
を
新
た
に
設
置
し
た
場
合
に
お
い

て
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
こヽ
うヽ
水
の
水
位
又
は
流
量

を
定
む
べ
き
資
料
を
有
し
な
い
時
に
は
、
当
該
観
測
所

と
関
連
を
有
す
る
既
存
の
観
測
所
の
既
存
資
料
等
か
ら

推
定
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
観
測
心
得
）

第
十
九
条
　
水
位
及
び
流
量
調
査
を
行
う
者
は
、
観
測
心

得
を
定
め
、
こ
れ
を
観
測
員
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
観
測
員
は
、
観
測
に
際
し
て
、
常
に
観
測
心
得
を
携

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
観
測
心
得
に
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
観
測
器
材
の
取
扱
方
法

二
　
観
測
記
録
の
取
扱
方
法

三
　
水
位
観
測
に
あ
つ
て
は
、
自
記
紙
の
読
み
取
り

方
法

四
　
そ
の
他
必
要
な
る
事
項

第
二
節
　
定
時
の
水
位
観
測

（
水
位
観
測
）

第
二
十
条
　
水
位
観
測
員
は
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
設

置
し
た
水
位
標
（
自
記
水
位
標
を
除
く
。
以
下
次
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
つ
て
水
位
を
観
測
す
る
。

２
　
観
測
は
、
原
則
と
し
て
毎
日
六
時
及
び
十
八
時
に
行

う
。
但
し
、
こヽ
うヽ
水
の
場
合
に
は
、
毎
正
時
観
測
を
行

う
も
の
と
す
る
。

３
　
水
位
の
読
み
取
り
の
単
位
は
、
原
則
と
し
て
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

（
自
記
水
位
標
に
よ
る
水
位
観
測
）

第
二
十
一
条
　
自
記
水
位
標
に
よ
る
観
測
に
お
い
て
は
、

自
記
水
位
標
に
併
置
さ
れ
た
水
位
標
に
よ
る
観
測
の
結

果
に
基
き
、
自
記
紙
の
水
位
又
は
時
刻
を
補
正
し
、
毎

正
時
に
お
け
る
数
値
を
自
記
紙
に
記
入
し
て
お
く
も
の

と
す
る
。

２
　
自
記
紙
の
読
み
取
り
の
単
位
は
、
前
条
第
三
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。

（
天
気
、
風
向
及
び
風
力
の
観
測
）

第
二
十
二
条
　
水
位
観
測
員
は
、
天
気
、
風
向
及
び
風
力

を
、
左
の
区
分
に
従
つ
て
観
測
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
、
天
気
は
観
測
日
に
お
け
る
も
の
と
し
、
風
向

及
び
風
力
は
、
そ
の
日
の
観
測
時
に
お
け
る
も
の
と
す

る
。

一
　
天
気
　
晴
、
曇
、
雨
、
雪

二
　
風
向
　
北
、
東
、
南
、
西

三
　
風
力
　
静
穏
、
和
風
、
強
風

（
水
位
観
測
員
の
委
嘱
）

第
二
十
三
条
　
水
位
観
測
員
は
、
左
に
掲
げ
る
条
件
を
有

す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
水
位
及
び
流
量
調
査
を
行
う
者

が
委
嘱
す
る
。

一
　
長
期
間
継
続
し
、
一
定
の
時
間
に
、
観
測
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
が
可
能
な
者

二
　
自
記
水
位
標
を
有
す
る
観
測
所
に
あ
つ
て
は
、
な

る
べ
く
自
記
器
械
の
取
り
扱
い
に
関
し
、
必
要
な
知

識
を
有
す
る
者

２
　
水
位
観
測
員
を
委
嘱
し
た
時
は
、
そ
の
旨
を
観
測
所

に
公
示
す
る
と
と
も
に
、
委
嘱
書
を
本
人
に
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

３
　
水
位
及
び
流
量
調
査
を
行
う
者
は
、
水
位
観
測
員
の

不
測
の
事
故
に
よ
る
欠
測
を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
こ
れ
に
か
わ
る
水
位
観
測
員
を
選
定
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
こヽ
うヽ
水
流
量
以
外
の
流
量
観
測

第
一
款
　
通
則

（
流
量
観
測
）

第
二
十
四
条
　
流
量
は
、
水
深
測
量
に
よ
つ
て
通
水
断
面

を
測
定
し
、
当
該
断
面
に
お
け
る
流
速
を
計
り
、
そ
の

結
果
に
よ
つ
て
求
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
流
量
観
測
の
結
果
の
数
値
は
、
有
効
数
字
三
位

ま
で
と
す
る
。

第
二
十
五
条
　
各
種
の
流
量
観
測
は
、
良
好
な
流
量
曲
線

が
作
成
で
き
る
よ
う
に
、
水
位
と
流
量
と
の
時
点
を
考

慮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
一
種
水
位
流
量
観
測
所
は
、
少
く
と
も
年
間
三

十
六
回
以
上
の
観
測
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
款
　
流
速
計
測
法

（
水
深
測
量
）

第
二
十
六
条
　
流
速
計
測
法
に
よ
り
流
量
観
測
を
行
う
場

合
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
横
断
線
に
沿

つ
て
水
深
測
量
を
行
い
、
横
断
面
図
を
作
成
す
る
も
の

と
す
る
。

２
　
水
深
測
量
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
各
号
の
規

定
を
準
用
す
る
。

（
流
速
測
線
の
選
定
）

第
二
十
七
条
　
流
速
計
測
法
に
よ
り
流
速
を
測
定
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
流
速
測
線
を
選
定
す

る
も
の
と
す
る
。

２
　
流
速
測
線
は
、
前
条
第
一
項
の
横
断
線
を
含
む
垂
直

面
上
に
お
い
て
、
横
断
方
向
に
、
前
条
の
規
定
に
よ
り

行
つ
た
水
深
測
量
の
測
線
の
う
ち
か
ら
、
原
則
と
し
て

等
間
隔
に
な
る
よ
う
に
選
定
す
る
。

３
　
水
面
幅
と
流
速
測
線
数
と
の
割
合
の
標
準
は
、
原
則

と
し
て
左
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。
但
し
、
横
断
面
の

形
状
に
よ
り
測
線
数
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
面
幅

流
速
測

線
数

２
０m

未

満５

（

１

０
）

２

０

m

～

１

０

０

m

未
満

１
０
（
２

０
）

１
０
０m

～

２
０
０m

未

満１
５
（3

0

）
２

０

０

m

以
上

２
０
（
４

０
）

備
考
　
精
密
測
定
の
場
合
に
お
い
て
は
、
（
　
）
内
の
数

値
に
よ
る
。

（
流
速
測
点
の
選
定
）

第
二
十
八
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
流
速
測
線
を
選
定
し

た
と
き
は
、
当
該
流
速
測
線
に
お
い
て
垂
直
の
方
向
に

測
点
（
以
下
「
流
速
測
点
」
と
い
う
。
）
を
選
定
す
る

も
の
と
す
る
。

２
　
流
速
測
点
の
選
定
は
、
原
則
と
し
て
二
点
法
に
よ

る
。
但
し
、
水
深
が
浅
い
た
め
に
二
点
法
に
よ
り
難
い

場
合
に
は
、
一
点
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
流
速
測
点
の
位
置
は
、
各
流
速
測
線
に
お
い

て
、
水
面
か
ら
、
二
点
法
に
あ
つ
て
は
水
深
の
十
分
の

二
及
び
十
分
の
八
、
一
点
法
に
あ
つ
て
は
十
分
の
六
の

位
置
と
す
る
。
但
し
、
精
密
法
に
よ
る
測
定
を
す
る
場

合
に
は
、
原
則
と
し
て
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ご
と
の

位
置
と
す
る
。

（
流
速
計
に
よ
る
測
定
の
方
法
）

第
二
十
九
条
　
流
速
計
に
よ
る
測
定
は
、
流
量
観
測
所
の

状
況
に
応
じ
て
、
河
川
を
渡
渉
し
、
又
は
第
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
設
置
し
て
あ
る
舟
、
橋
りヽ
よヽ
うヽ
、
つ
り
箱

等
を
使
用
し
て
、
流
速
測
点
の
位
置
に
お
い
て
、
流
線

に
直
角
の
方
向
を
保
つ
よ
う
に
保
持
し
、
原
則
と
し
て

連
続
二
回
の
測
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
流
速
は
、
流
速
計
の
回
転
数
と
そ
の
所
要
時
間
に
当

該
流
速
計
の
係
数
を
乗
じ
て
求
め
る
。

３
　
前
項
の
所
要
時
間
は
、
一
回
に
つ
き
少
く
と
も
二
十

秒
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
流
速
計
の
種
類
）

第
三
十
条
　
流
速
計
の
種
類
及
び
そ
の
使
用
範
囲
の
標
準

は
、
別
表
第
五
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
平
均
流
速
）

第
三
十
一
条
　
平
均
流
速
は
、
流
速
測
点
に
お
け
る
流
速

を
測
定
し
た
結
果
に
よ
つ
て
算
定
す
る
。
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２
　
前
項
の
平
均
流
速
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
数
値
を

も
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
速
測
線
の
平
均
流
速
と
す

る
。

一
　
二
点
法
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
測
点
に
お
け

る
流
速
の
算
術
平
均
値

二
　
一
点
法
に
あ
つ
て
は
、
流
速
測
点
に
お
け
る
流

速
値

三
　
精
密
法
に
あ
つ
て
は
、
流
速
測
線
の
水
深
を
縦
距

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
測
点
に
お
け
る
流
速
を
横
距
と

し
た
点
を
結
ん
だ
線
（
流
速
分
布
線
）
と
、
水
面
及

び
河
床
と
で
囲
ま
れ
た
面
積
を
、
流
速
測
線
の
水
深

で
除
し
た
値

（
流
量
値
）

第
三
十
二
条
　
流
量
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
速
測
線
に
お

け
る
平
均
流
速
に
、
そ
の
平
均
流
速
と
同
一
の
流
速
を

示
す
と
認
め
る
小
断
面
（
以
下
「
区
分
断
面
」
と
い

う
。
）
の
断
面
積
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
、
全
断
面
に

つ
い
て
合
計
し
て
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
区
分
断
面
相
互
の
境
界
は
、
特
別
の
場
合
を

除
く
外
、
一
つ
の
流
速
測
線
と
相
隣
る
他
の
流
速
測
線

と
の
中
央
を
通
る
垂
直
線
と
す
る
。

（
精
密
測
定
）

第
三
十
三
条
　
流
量
観
測
所
に
お
い
て
は
、
随
時
、
精
密

測
定
を
行
い
、
測
定
の
精
度
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
精
密
測
定
に
よ
る
流
量
値
及
び
そ
の
精
密
測

定
と
同
時
に
行
つ
た
前
条
の
規
定
に
よ
る
流
量
値
と
の

差
異
は
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
流

量
測
定
年
表
及
び
水
位
流
量
曲
線
図
に
そ
れ
ぞ
れ
記
入

し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

第
三
款
　
浮
子
測
法

（
水
深
測
量
）

第
三
十
四
条
　
浮
子
測
法
に
よ
り
流
量
観
測
を
行
う
場
合

に
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
し
た
二

箇
以
上
の
横
断
線
に
沿
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
水
深
測
量
を

行
い
、
横
断
面
図
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
水
深
測
量
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
各
号
の
規

定
を
準
用
す
る
。

（
浮
子
流
速
測
線
の
選
定
）

第
三
十
五
条
　
浮
子
測
法
に
よ
り
流
速
を
測
定
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
浮
子
流
速
測
線
を
選
定

す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
浮
子
流
速
測
線
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
水
深
測
量

を
行
つ
た
横
断
線
間
に
お
い
て
、
上
流
に
位
置
す
る
横

断
線
か
ら
流
身
方
向
に
選
定
す
る
。

３
　
水
面
幅
と
浮
子
流
速
測
線
と
の
割
合
の
標
準
は
、
原

則
と
し
て
左
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

水
面
幅

２
０
ｍ

未
満

２
０
ｍ
～
１

０
０
ｍ
未
満

１
０
０
ｍ
～

２
０
０
ｍ
未

満

２

０

０

ｍ
以
上

浮
子
流
速

測
線
数

５

１
０

１
５

２
０

（
浮
子
）

第
三
十
六
条
　
浮
子
測
法
に
使
用
す
る
浮
子
は
、
桿
浮
子

又
は
表
面
浮
子
と
す
る
。

２
　
桿
浮
子
は
、
河
床
に
接
触
し
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
、
な
る
べ
く
長
い
も
の
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

（
平
均
流
速
）

第
三
十
七
条
　
浮
子
流
速
測
線
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
平

均
流
速
の
測
定
は
、
浮
子
が
横
断
線
間
を
流
下
す
る
に

要
し
た
時
間
を
測
定
し
て
、
こ
れ
に
更
正
係
数
を
乗
じ

て
求
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
更
正
係
数
を
決
定

す
る
の
に
使
用
し
た
公
式
又
は
実
験
式
等
は
、
流
量
測

定
年
表
に
明
示
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
流
量
値
）

第
三
十
八
条
　
流
量
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浮
子
流
速
測
線

に
お
け
る
平
均
流
速
に
、
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

水
深
測
量
を
行
つ
た
各
横
断
面
に
お
け
る
相
対
す
る
区

分
断
面
の
断
面
積
の
平
均
値
を
乗
じ
て
得
た
値
を
、
全

断
面
に
つ
い
て
合
計
し
て
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
区
分
断
面
相
互
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
第
三

十
二
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
款
　
堰
測
法

第
三
十
九
条
　
堰
測
法
に
お
い
て
は
、
第
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
設
置
し
た
堰
の
水
位
標
に
よ
つ
て
水
面
を
測
定

し
、
左
の
公
式
を
用
い
て
流
量
を
求
め
る
。

Ｑ＝

１
．
８
４
Ｂ
Ｈ
（
３
／
２
）

Ｑ
は
、
流
量

Ｂ
は
、
堰
の
開
口
幅

H

は
、

い
つ溢

流
水
頭

２
　
堰
の
上
流
部
に
お
い
て
流
速
に
接
近
速
度
の
影
響
が

あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
左
の
公
式
を
用
い
て
流
量
を
求
め
る
。

Ｑ＝

１
．
８
４
Ｂ
｛
（
Ｈ
＋
ｈ
）
（
３
／
２
）－

ｈ
（
３

／
２
）
｝

Ｑ
は
、
流
量

Ｂ
は
、
堰
の
開
口
幅

Ｈ
は
、
溢
流
水
頭

ｈ
は
、
接
近
速
度
水
頭

注
１
　
接
近
速
度
水
頭
は
、
流
速
の
加
速
度
を
ｖ
、
重
力

の
加
速
度
（
９
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
秒
毎
秒
）

を
ｇ
と
し
て
ｖ
２
／
２
ｇ
に
よ
り
求
め
る
。

２
　
ｖ
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
求
め
た
流
量
を
、

水
位
標
の
位
置
に
お
け
る
河
川
の
横
断
面
積
で
除
し

て
得
た
数
値
と
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
流
量
を
求
め
た
場
合
に
お
い

て
、
特
に
精
密
を
要
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
得
た
流
量
を
再
び
河
川
の
横
断
面
積
で
除
し
て
流

速
の
加
速
度
を
求
め
、
こ
れ
を
用
い
て
前
項
の
公
式
に

よ
り
流
量
を
求
め
る
。

第
四
節
　

ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
観
測

（
ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
観
測
）

第
四
十
条
　

ヽ
ヽ

こ
う
水
（
第
十
八
条
参
照
）
時
の
流
量
観
測

は
、
特
に
敏
速
な
る
観
測
を
必
要
と
す
る
た
め
、
次
条

か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
行

う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
流
量
を
求
め
る
方
法
に
つ

い
て
は
第
二
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
観
測
班
）

第
四
十
一
条
　

ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
を
観
測
し
よ
う
と
す
る
観
測

所
は
、
あ
ら
か
じ
め

ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
観
測
班
を
編
成
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
観
測
の
方
法
）

第
四
十
二
条
　

ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
を
観
測
し
よ
う
と
す
る
観
測

所
は
、

ヽ
ヽ

こ
う
水
時
に
お
け
る
水
位
上
昇
時
の
観
測
回
数

を
多
く
し
、
特
に

ヽ
ヽ

こ
う
水
の
峰
附
近
と
認
め
る
時
期
の

観
測
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
毎
時
観
測
を
行
う
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
回
の

観
測
に
要
す
る
時
間
は
一
時
間
を
こ
え
な
い
も
の
と

し
、
観
測
し
た
時
刻
は
、
こ
れ
を
明
確
に
記
録
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
　

ヽ
ヽ

こ
う
水
流
量
観
測
の
方
法
は
、
原
則
と
し

て
浮
子
測
法
に
よ
る
も
の
と
し
、
次
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
外
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
八
条

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
流
速
測
線
の
位
置
の
選
定
は
、
原
則
と
し
て
左
の
表

の
標
準
に
よ
る
。

水
面
積
５

０

ｍ

未

満

５
０
ｍ

～
１
０

０
ｍ
未

満

１

０

０

ｍ

～

２

０

０

ｍ

未
満

２

０

０

ｍ

～

４

０

０

ｍ

未
満

４

０

０

ｍ

～

７

０

０

ｍ

未
満

７

０

０

ｍ

以
上

浮
子
流

速
測
線

数

３

４

５

６

７

８

３
　
前
項
の
規
定
に
お
け
る
浮
子
流
速
測
線
数
は
、
水
位

の
変
化
に
応
じ
て
変
化
す
る
水
面
幅
に
応
じ
、
前
項
の

規
定
に
従
い
設
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

測
線
数
は
、
当
該
観
測
所
に
お
け
る
既
往
の
最
高
水
位

又
は
計
画
高
水
位
を
想
定
し
て
そ
の
時
の
水
面
幅
に
お

い
て
な
る
べ
く
等
間
隔
に
な
る
よ
う
に
設
定
す
る
も
の

と
す
る
。

４
　
浮
子
は
、
や
む
を
え
な
い
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し

て
桿
浮
子
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
桿
浮
子
の
吃
水
は
、
浮
子
流
速
測
線
に
お
け
る
水

深
に
応
じ
、
左
の
表
の
標
準
に
よ
る
。

水
深
０
．
７
ｍ
～

１
．
３
ｍ
未

満

１
．
３
ｍ
～

２
．
６
ｍ
未

満

２
．
６
ｍ
～

５
．
２
ｍ
未

満

５
．
２
ｍ

以
上

吃
水
０
．
５
ｍ

１
．
０
ｍ

２
．
０
ｍ

４
．
０
ｍ

以
上

５
　
こヽ
うヽ
水
時
に
お
け
る
平
均
流
速
算
出
の
際
の
更
正
係

数
は
、
左
の
表
の
数
値
に
よ
る
。

水
深

０
．
７
ｍ

～１
．
３
ｍ

未
満

１
．
３
ｍ

～２
．
６
ｍ

未
満

２
．
６
ｍ

～５
．
２
ｍ

未
満

５
．
２
ｍ

以
上

桿
浮
子
の

吃
水

０
．
５
ｍ

１
．
０
ｍ

２
．
０
ｍ

４
．
０
ｍ

更
正
係
数
０
．
８
８

０
．
９
１

０
．
９
４

０
．
９
６

備
考
　
表
面
浮
子
を
使
用
し
た
場
合
の
更
正
係
数
は
、

原
則
と
し
て
０
．
８
５
と
す
る
。

（
横
断
線
の
改
測
）

第
四
十
四
条
　
こヽ
うヽ
水
が
終
了
し
た
と
き
は
、
横
断
面
の

変
化
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
す
み
や
か
に
そ
れ
ぞ

れ
の
横
断
線
に
沿
つ
て
横
断
測
量
を
行
い
、
横
断
面
図

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る

横
断
測
量
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
各
号
の
規
定

を
準
用
す
る
。

（
流
量
値
）

第
四
十
五
条
　
こヽ
うヽ
水
時
に
お
け
る
流
量
の
計
算
は
、
前

条
の
規
定
に
よ
る
横
断
線
の
改
測
の
結
果
、
左
の
各
号

に
よ
り
行
う
。

一
　
横
断
面
の
区
分
断
面
が
、
こヽ
うヽ
水
後
に
お
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
変
化
の
少
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十

八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
観
測
時
期
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
通
水
断
面
積
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
る
水
位

は
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
観
測
開
始
時
刻
及
び
終
了

時
刻
に
お
け
る
第
十
五
条
第
一
項
に
定
め
る
そ
れ
ぞ

れ
の
水
位
標
の
水
位
の
平
均
値
と
す
る
。

二
　
こヽ
うヽ
水
の
前
後
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
横
断
線
の

相
対
応
す
る
断
面
の
変
化
が
著
し
い
場
合
に
は
、
こヽ

うヽ
水
の
前
後
に
お
け
る
相
対
応
す
る
区
分
断
面
積
の

平
均
値
を
比
較
し
て
、
そ
の
平
均
値
が
、
こヽ
うヽ
水
前

よ
り
大
な
る
場
合
に
は
こヽ
うヽ
水
後
の
、
こヽ
うヽ
水
前
よ

り
小
な
る
場
合
に
は
こヽ
うヽ
水
前
の
、
平
均
値
を
計
算

断
面
と
し
て
、
当
該
断
面
に
つ
い
て
、
第
三
十
八
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。
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（
水
面
勾
配
の
観
測
）

第
四
十
六
条
　
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
水
面
勾
配
を
測

定
す
る
場
合
に
は
、
水
面
勾
配
測
定
の
た
め
の
二
個
の

水
位
標
に
よ
り
、
浮
子
を
投
下
し
た
と
き
に
お
け
る
そ

れ
ぞ
れ
の
水
位
を
同
時
に
観
測
し
、
そ
の
水
位
差
と
二

個
の
水
位
標
区
分
間
の
距
離
に
よ
つ
て
、
水
面
勾
配
を

測
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
節
　
野
帳
の
記
載

（
野
帳
の
記
載
）

第
四
十
七
条
　
こ
の
章
の
第
二
節
か
ら
前
節
ま
で
の
規
定

に
よ
り
水
位
及
び
流
量
の
観
測
を
行
つ
た
場
合
は
、
そ

の
都
度
、
観
測
日
時
、
流
量
値
、
観
測
の
方
法
、
当
該

流
量
値
の
算
出
基
礎
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
野
帳
に

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
野
帳
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
。

第
四
章
　
結
果
の
と
り
ま
と
め

（
観
測
所
台
帳
及
び
附
図
）

第
四
十
八
条
　
第
六
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ

り
水
位
流
量
観
測
所
を
設
置
し
た
場
合
及
び
第
三
条
第

一
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
既
存
の
水
位
流
量
観
測
所
に

観
測
を
委
嘱
し
た
場
合
に
は
、
水
位
及
び
流
量
調
査
を

行
う
者
は
、
水
位
流
量
観
測
所
台
帳
及
び
附
図
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
台
帳
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
六
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
水
位
月
報
及
び
水
位
年
表
）

第
四
十
九
条
　
水
位
及
び
流
量
調
査
を
行
う
者
は
、
水
位

観
測
所
ご
と
に
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定

に
よ
り
観
測
し
た
観
測
値
を
一
箇
月
ご
と
に
と
り
ま
と

め
、
水
位
月
報
を
作
成
し
、
こ
れ
を
一
年
ご
と
に
と
り

ま
と
め
て
日
水
位
年
表
及
び
時
水
位
年
表
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
日
水
位
年
表
及
び
時
水
位
年
表
の
様
式
に
つ
い
て

は
、
別
表
第
七
及
び
別
表
第
八
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

３
　
水
位
年
表
は
、
調
査
単
位
の
区
域
ご
と
に
、
水
基
本

調
査
準
則
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
観
測
所
の
一
連
番

号
順
に
編
さヽ
んヽ
し
て
常
に
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
流
量
測
定
年
表
）

第
五
十
条
　
水
位
流
量
観
測
所
は
、
第
四
十
七
条
の
規
定

に
よ
る
野
帳
に
基
い
て
、
流
量
測
定
年
表
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
流
量
測
定
年
表
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
九
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
水
位
流
量
曲
線
）

第
五
十
一
条
　
水
位
流
量
観
測
所
は
、
毎
年
一
回
以
上
、

別
表
第
十
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
水
位
を
縦
距
と
し

流
量
を
横
距
と
す
る
座
標
上
に
、
前
条
の
流
量
測
定
年

表
に
記
載
し
た
水
位
及
び
流
量
の
す
べ
て
の
値
を
表
示

し
、
最
小
自
乗
法
等
に
よ
り
求
め
た
水
位
流
量
曲
線
式

に
よ
り
水
位
流
量
曲
線
を
求
め
、
水
位
流
量
曲
線
図
を

作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
水
位
流
量
曲
線
式
及
び
水
位
流
量
曲
線
図
の

作
成
の
要
領
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
。

（
流
量
年
表
）

第
五
十
二
条
　
水
位
流
量
観
測
所
は
、
第
四
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
作
成
し
た
水
位
年
表
及
び
前
条
の
規
定
に
よ

り
作
成
し
た
水
位
流
量
曲
線
図
に
基
い
て
、
毎
日
の
流

量
を
求
め
、
流
量
年
表
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
流
量
年
表
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
十
一
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
流
量
年
表
は
、
調
査
単
位
の
区
域
ご
と
に
、
水
基
本

調
査
準
則
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
観
測
所
の
一
連
番

号
順
に
編
さヽ
んヽ
し
て
常
に
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
こヽ
うヽ
水
流
量
曲
線
図
）

第
五
十
三
条
　
水
位
流
量
観
測
所
は
、
こヽ
うヽ
水
時
の
流
量

値
を
算
定
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
基
き
当
該
観
測
を
行

つ
た
こヽ
うヽ
水
ご
と
に
、
こヽ
うヽ
水
流
量
曲
線
図
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
算
定
し
た
流
量
値
が
こヽ

うヽ
水
流
量
曲
線
図
を
作
成
す
る
に
適
当
で
な
い
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
こヽ
うヽ
水
表
）

第
五
十
四
条
　
水
位
流
量
観
測
所
は
、
第
二
十
条
第
二
項

但
書
の
規
定
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

毎
正
時
の
水
位
観
測
及
び
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
観

測
時
期
に
お
け
る
流
量
観
測
の
結
果
並
び
に
前
条
の
規

定
に
よ
る
こヽ
うヽ
水
流
量
曲
線
図
に
基
い
て
、
こヽ
うヽ
水
表

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
前
条
但
書
の

規
定
に
よ
り
こヽ
うヽ
水
流
量
曲
線
図
を
作
成
し
な
い
場
合

は
、
毎
正
時
の
流
量
は
算
出
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
こヽ
うヽ
水
表
は
、
調
査
単
位
の
区
域
ご
と
に
、
水
基
本

調
査
準
則
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
観
測
所
の
一
連
番

号
順
に
編
さヽ
んヽ
し
て
常
に
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
こヽ
うヽ
水
表
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
十
二
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
七
月
二
〇
日
総
理
府
令

第
二
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
六
日
総
理
府
令

第
三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
一
七
日
総
理
府
令
第

一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
総
理
府
令
第

一
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令

第
一
〇
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
国
土
交
通
省
令

第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
　
水
位
標
の
構
造

一
　
水
位
標
の
構
造

水
位
標
は
、
親
柱
を
た
て
、
こ
れ
に
目
盛
板
を
固
定
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
、

橋
脚
、
橋
台
、
護
岸
等
堅
固
な
築
造
物
又
は
岩
石
等
を

も
つ
て
、
親
柱
に
か
え
、
目
盛
板
を
こ
れ
に
固
定
さ
せ

る
か
又
は
こ
れ
等
に
直
接
目
盛
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仕
様

摘
要

親
柱

１
　
材
料

末
口
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
丸
太
又
は
十
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
角
以
上
の
角
材
。
但
し
、

石
材
又
は
鉄
材
等
を
使
用
す
る

場
合
は
、
こ
れ
と
同
程
度
の
強

度
を
有
す
る
も
の
と
し
、
左
右

及
び
背
面
は
、
赤
色
ペ
ン
キ
塗

り
と
す
る
。

親
柱
に
は
、

設
置
年
月
日

、
水
位
標
の

番
号
及
び
水

位
標
の
所
在

地
を
表
示
し

て
お
く
こ
と

。

２
　
固
定
の
方
法

一
　
橋
脚
、
橋
台
、
護
岸
、
岩

石
等
に
取
り
つ
け
る
場
合
に
は
、

ボ
ル
ト
・
ナ
ツ
ト
を
用
い
て
固

定
す
る
。

二
　
地
盤
が
岩
石
等
で
あ
る
場

合
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

を
作
成
し
、
こ
れ
に
ボ
ル
ト
・

ナ
ツ
ト
を
用
い
て
固
定
す
る
。

必
要
あ
る
場

合
は
、
漂
流

物
そ
の
他
の

障
害
物
を
防

除
す
る
設
備

を
施
す
こ
と

。

目
盛
板

１
　
目
盛
の
単
位
は
、
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
明
確
に
刻

す
る
。

目
盛
板
は
、

流
失
を
防
ぐ

た
め
針
金
で

河
岸
に
結
び

２
　
目
盛
板
の
零
点
高
の
位
置

は
、
な
る
べ
く
渇
水
位
以
下
と

し
、
目
盛
板
の
下
端
は
、
低
水

路
の
河
床
に
接
触
さ
せ
る
。

３
　
水
位
標
を
二
本
以
上
設
置

す
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
目
盛

板
の
目
盛
の
重
複
は
、
約
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

つ
け
て
お
く

こ
と
。

二
　
自
記
水
位
標
の
構
造

自
記
水
位
標
は
、
自
記
水
位
計
、
観
測
井
、
水
位
計
小

屋
及
び
附
帯
設
備
よ
り
な
る
も
の
と
し
、
護
岸
、

こ
う閘

門

等
堅
固
な
構
造
物
又
は
岩
石
等
が
適
当
な
位
置
に
あ
る

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
固
定
す
る
も
の
と
す
る
。

仕
様

摘
要

観
測
井

１
　
観
測
井
は
、
堅
固
な
基
礎

の
上
に
金
属
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

等
の
永
久
的
材
料
を
使
用
し
て

作
成
す
る
。

２
　
観
測
井
は
、
な
る
べ
く
内

部
に
人
が
出
入
で
き
る
大
き
さ

と
し
、
井
の
頂
部
は
、
既
往
の

最
高
水
位
以
上
の
高
さ
と
し
、

底
部
は
、
既
往
の
最
大
渇
水
位

以
下
で
あ
つ
て
十
分
余
裕
の
あ

る
深
さ
と
す
る
。

３
　
観
測
井
に
は
、
導
水
孔
又

は
導
水
管
若
し
く
は
導
水

き
よ渠

を

設
置
し
、
そ
の
位
置
は
既
往
の

最
大
渇
水
位
以
下
と
す
る
。
但

し
、
土
砂
流
失
の
大
き
い
河
川

に
あ
つ
て
は
、
観
測
井
の
適
宜

の
位
置
に
、
補
助
導
水
孔
を
設

置
す
る
。

４
　
導
水
孔
又
は
導
水
管
の
大

き
さ
は
、
観
測
井
内
の
水
面
を

平
穏
に
保
ち
、
且
つ
、
土
砂
等

に
よ
る
埋
没
の
危
険
を
防
除
で

き
る
よ
う
に
考
慮
し
て
、
決
定

す
る
も
の
と
す
る
。

水

位

計

小
屋

水
位
計
小
屋
は
、
防
腐
剤
で
処

理
し
た
木
材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

又
は
金
属
等
を
使
用
し
、
は
げ

し
い
寒
暑
又
は
湿
気
等
に
対
し

て
自
記
器
械
を
保
護
し
得
る
よ

う
に
堅
固
に
建
設
し
、
且
つ
、

水
位
計
小
屋

に
は
、
設
置

年
月
日
、
水

位
標
の
番
号

及
び
水
位
標

の
所
在
地
を

記
し
た
標
識
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出
入
口
に
は
、
か
ぎ
を
つ
け
た

戸
を
装
置
す
る
。

を
附
す
こ
と

。

附

属

設

備

１
　
自
記
水
位
標
に
は
、
な
る

べ
く
二
個
の
水
位
標
を
併
置
し
、

う
ち
一
個
は
、
観
測
井
内
部
に

取
り
つ
け
て
、
内
部
水
位
の
検

定
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

と
す
る
。

２
　
土
砂
流
失
の
多
い
河
川
に

あ
つ
て
は
、
導
水
孔
、
導
水
管

及
び
観
測
井
内
部
に

た
い堆

積
す
る

土
砂
を
排
除
し
得
る
装
置
を
附

す
る
。

３
　
寒
冷
地
方
に
あ
つ
て
、
必

要
あ
る
場
合
に
は
、
観
測
井
内

部
の
水
の
凍
結
を
防
止
し
得
る

設
備
を
附
す
る
。

必
要
あ
る
場

合
に
は
、
漂

流
物
防
除
装

置
を
附
す
こ

と
。

別
表
第
二
　
水
準
拠
標
の
標
石
又
は
水
準
記
号

一
　
水
準
拠
標
の
標
石

図二
　
水
準
記
号

図
別
表
第
三
　
水
位
標
横
断
線
拠
標
及
び
横
断
線
記
号

一
　
横
断
線
拠
標
の
標
石

図

二
　
横
断
記
号

図
別
表
第
四
　
堰

１
　
三
辺
鋭
角
の
縁
を
有
す
る
こ
と
。

２
　
堰
の
上
流
部
に
お
け
る
流
速
が
平
穏
で
あ
る
こ
と
。

３
　
水
頭
は
、
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
メ
ー
ト
ル

ま
で
で
あ
る
こ
と
。

４
　
水
頭
は
、
堰
の
位
置
に
お
い
て
水
深
の
四
分
の
一

以
下
で
あ
る
こ
と
。

５
　
堰
の
開
口
の
幅
は
、
水
頭
の
三
倍
で
あ
る
こ
と
。

６
　
堰
の
幅
は
、
水
頭
の
九
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

７
　
堰
の
上
流
部
に
お
け
る
流
路
の
横
断
面
積
は
、
堰

の
開
口
面
積
の
七
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

８
　
水
流
に
対
し
て
直
角
、
且
つ
、
水
平
で
あ
る
こ
と
。

９
　
漏
水
し
な
い
こ
と
。

１
０
　
下
流
側
の
水
位
は
、
堰
頂
よ
り
低
い
こ
と
。

１
１
　
堰
の
上
流
お
お
む
ね
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置

に
、
水
頭
を
測
定
す
る
た
め
の
水
位
標
を
設
置
す
る
こ

と
。

別
表
第
五
　
流
速
計
の
種
類
及
び
使
用
範
囲
の
標
準

種
類

使
用
範
囲

流
速

流
速
を
測
定
す
る
水

深
の
上
限

プ

ラ

イ

ス

式

約
０
．
３
０
～
２
．

５
ｍ
／
ｓ
ｅ
ｃ

水
面
か
ら
　
１
０
ｃ

ｍ
以
上

広
井
式

約
０
．
３
０
～
２
．

０
０
ｍ
／
ｓ
ｅ
ｃ

水
面
か
ら
　
１
０
ｃ

ｍ
以
上

森
式

約
０
．
３
０
～
２
．

０
０
ｍ
／
ｓ
ｅ
ｃ

水
面
か
ら
　
５
ｃ
ｍ

以
上

備
考
　
ｍ
／
ｓ
ｅ
ｃ
は
、
メ
ー
ト
ル
毎
秒
を
表
示
す
る
。

別
表
第
六

別
表
第
七
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別
表
第
八

別
表
第
九
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別
表
第
十

別
表
第
十
一

別
表
第
十
二

7


